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for the diagnosis of gastrointestinal stromal tumors       

     （消化管粘膜下病変に対する人工知能を併用した超音波内視鏡診断の有用性） 
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論 文 内 容 の 要 旨 

 

超音波内視鏡（endoscopic ultrasound：EUS）は粘膜下病変（subepithelial lesion：SEL）

を評価するのに適した機器であると報告されているが、EUS 画像だけでは病変が

gastrointestinal stromal tumor（GIST）か non-GIST であるかを鑑別することは難しい。

本研究では SEL の EUS 画像に対する人工知能（artificial intelligence：AI）を用いた診

断システムを構築し、その有用性を評価した。20mm 以上ならびに 20mm 未満の胃 SEL に対す

る EUS 画像 30 枚ずつを、AI を用いた診断システム（EUS-AI）と EUS 熟練医 3名がそれぞれ

診断し最終病理診断に対する診断精度を評価比較した。なお EUS-AI は EUS 画像 1枚のみを

用いて診断し、EUS 熟練医は全画像を評価した。ROC 曲線分析では EUS-AI の感度および特

異度は、SEL サイズにかかわらず EUS 熟練医よりも常に高かった。またガイドラインで精査

を要するとされる 20mm 以上の SEL に対する EUS-AI の ROC 曲線の曲線下面積 は EUS 熟練医

の 0.684 に対し EUS-AI は 0.965 で、EUS-AI が統計学的に有意に高かった。人工知能を併用

した超音波内視鏡画像診断は、胃 SEL 診断のための良い選択肢となりえるものと考えられ

た。 

 

 

 


